
ていたのは、これまできちんと精神的に成長してき
ているかということでした。面接では例えば「反抗
期はあったか」というようなことを聞きます。人の
成長には各年代ごとに通過しなければならない状態
があり、例えば思春期にしっかり反抗期があったほ
うが、大人になってから精神的に自立するそうで
す。これは発達心理学という学問の知見のようで
す。他には友人と深い関係を築いているかどうかを
聞いていました。これも大人になってから、精神的
な自立に関わってくるようです。
　最後に、学生時代にリーダーシップをとった経験
があるかどうかも確認していました。一人で努力で
きることよりも、周りにどれだけ影響を与えること
ができるかも特にサラリーマンだからかもしれませ
んが、重視していたポイントの一つです。

【人事部での経験（人材育成）】
　次に、若手社員の人材育成を担当しました。当
時、現場からは「最近の若手社員は世の中を知らな
すぎる」「コミュニケーションが取れない」などの
苦情が人事部に寄せられていました。
　一般的にも、日本社会では少子高齢化が進み、親
に大事に育てられたこと、兄弟が少なく人に揉まれ
ていないこと、ネット社会で対面で人とのコミュニ
ケーションの経験を積んでいないことで、学生が社
会に出て苦労することが増えてきているようです。
そういったこともあり、当社では新卒で採用してす
ぐに現場に配属していたものを、半年間人事部で預
かり、社会人として基本的なことを教えることにな
りました。私自身はその研修の企画を担当すること
になりました。とはいうものの、私自身も社会人の
イロハを200名の新入社員に指導できるほどの実力
もなく、考えた末、入社後の最初の数か月間を日本
全国の代理店さんで武者修行させてもらうことにし
ました。メーカーが販売店さんで修行することは珍
しくないかもしれませんが、人生経験豊富でお客様
と最前線で関わっている代理店さんのもとでほぼ寝
食をともにすることは大変な効果がありました。
　他には、時代の流れとは逆行するかもしれません
が、入社から3年間は全員親元から離し、独身寮に
住むことを強制しました。これも人に揉まれるとい
う意味では大きな効果があったものと思います。
　また、若手社員がまず身に着けるべき基本的な項
目を「新人八訓」とい名前で纏めました。商売の基
礎であり、皆様からすれば当たり前のことかと思い
ますが、知識やスキルを身に着ける前に、まずは人
として当たり前のこういう行動をとれるように、一
人の大人として育てていくということを、会社とし
て考えておりました。

【東京海上日動の紹介（超保険）】
　ここで、少しだけ弊社の紹介をさせてください。
　当社の一番の特徴として、この「超保険」という
商品が挙げられます。従来、保険といえば「自動車
保険」「火災保険」「医療保険」といった商品があ
り、それぞれ別々に加入していたかと思います。
「超保険」では、それらのバラバラの保険を一つの
契約にまとめることができます。それにより、手続
きや管理の手間が省けるだけでなく、必要な補償を
ピックアップして選ぶことができるため、無駄な補
償を無くしたり、必要な補償が漏れることがなくな
るというメリットがあります。
　今日は保険の宣伝をするつもりではありません
が、どうしても皆さんにお伝えしておきたいところ
だけお伝えします。
　この商品には、がんと診断された瞬間に、数百万
の一時金をお支払いする補償をつけることができま
す。世の中に出回っている「がん保険」はパッケー
ジ商品であり、それなりの値段をしますが、超保険
では自動車保険や火災保険に、オプションとして、
この「がんと診断された際に一時金をお支払いする」
補償を安くつけることができます。
　なぜこの話をしたかというと、私が最近あるがん
治療に関する講演をきいて感銘を受けたからです。
皆さんの方が知識が豊富だと思いますので、浅い知
識で恐縮ですが少しだけお話しさせて頂きます。
　がんの３つの標準治療はご存知でしょうか。「手
術」「抗がん剤」「放射線治療」です。これは日本癌
治療学会が作成した「診療ガイドライン」によって
決められているもので、基本的にお医者さんはまず
この３つをお勧めすることになっているそうです。
通常、患者の方は主治医の方を信じますから、もし
そのお医者さんが「手術しましょう」と言ってそれ
以外の選択肢を示さなかった場合、手術以外の選択
肢が無いということになります。
　講演をしていた方は患者の方について告知の場な
どに同席し、セカンドオピニオンをとるといった珍
しい仕事をしている方ですが、ある舌癌の患者さん
で、お医者さんから「切るしかない」と言われて口
や鼻を取る手術を宣告されましたが、いったん持ち
帰り、セカンドオピニオンをとった結果、ある病院
で重粒子線治療を受けることができるようになり、
ものの数分で癌を消すことができたそうです。
　そういう意味でも癌治療には情報が大事であり、
また標準医療以外を受けるには纏まったお金が必要
であり、先ほどの「がんと診断された時に一時金を
お支払いする補償」は大変役に立つのではないかと
思います。

会長挨拶
　　　　　　　　　若槻八十彦 会長
　皆さん、こんにちは。
　昨日は一日中「即位礼正殿の儀」の
ニュースで持ちきりでしたが、本当に厳
かな中にも、優雅で気品に満ち溢れた素
晴らしい儀式であったと思います。
　祝賀パレードは、台風被害などの被災
者の皆さんに配慮されて延期とされまし

たが、朝から雨の降る中、両陛下が赤坂御所から皇居に向か
われ、いよいよ「即位礼正殿の儀」が始まろうかという直前
に、雨が上がり、虹が懸かるというドラマティックな天候
に、「天の岩戸が開かれた」と、喜んだ人びとがどれだけ沢
山いたことでしょうか。まるで神話の世界を今に見ているか
のようでした。
　私個人としてひとつだけがっかりしたことは、「万歳」の
仕方も分からない政治家の姿が、全世界に放映された事は、
日本人として恥ずべきことだと思っております。
　さて、ラグビー・ワールドカップはこの週末に準決勝を迎
えますが、夢と希望と勇気を与えてくれた「ラグビー日本代
表」に、心からの敬意と感謝を捧げたいと思います。
　この週末には大谷年度の「地区大会」が行われるため、
「にわかファン」はお休みしますが、決勝戦も含め、テレビ
観戦で応援を続けていきたいと思っています。
　また、今日10月23日は「中越地震」が起こった日でありま

す。あの日から15年が経ちました。振り返ってみま
すと、その後は毎年のように、地震や風水害そして
台風などによる大きな災害が、日本各地で起こり続
けているように思います。
　台風15号の大被害から40日、そして今回はわずか
10日前に、台風19号で被災された地域に、台風20号
から変わった温帯低気圧や前線の影響による昨日の
大雨が襲い、再び土砂くずれ等を引き起こしている
とのことです。
　まるで、これまでずっとインフラ整備を怠ってき
たツケが、このような大被害をもたらしていると
言っても、過言ではない気がいたします。
　政府ならびに財務省には、令和の時代に相応しい
発想と、政策の転換を望むところであります。
　以上で会長あいさつを終わります。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　柳取崇之 幹事
◎地区事務所より
　「米山記念奨学生学友会総会のご案内」
　　　日　時　11月30日（土）15：30～18：30
　　　会　場　ホテルオークラ新潟
◎地区事務所より
　「国際ロータリー第2560地区 財団感謝の集いのご案内」
　　　日　時　12月1日（日）12：00～14：30
　　　会　場　ANAクラウンプラザホテル新潟
◎次週 30日（水）の例会は、27日（日）に開催される
地区大会の振替えとなります。地区大会ご欠席の
方は事務局で記帳または他クラブでメークアップ
をお願い致します。

ニコニコBOX
若槻八十彦会長
　昨日の「即位礼正殿の儀」に感動いたしました。
　三条商業高校校長 磯邉様、卓話よろしくお願い
致します。

関川　博さん
　即位礼正殿の儀。身を引き締め拝観いたしました。
天皇陛下の宣明に心を打たれ、奇しくも本日は中越
地震から15年目。あの日を忘れない決意を新たにこ
の国の弥栄を願います。

樺山　仁さん
　昨日の即位宣言を始め令和の時代に一歩前進させ
ました。
　磯邉校長先生の卓話に期待して。
松永一義さん
　即位の礼、ゆっくりテレビを見ました。
　磯邉校長、卓話楽しみにしております。
船越良則さん
　10月19、20日とライラ研修に行って来ました。
アクトメンバー3人出席して、研修を楽しんでい
ました。アクトメンバー現在6名です。皆さん、
良い若い方がいたら紹介してください。

菊池　渉さん
　報恩講シーズン真最中。「膝」がガタガタです。
そろそろ引退近しの感がしています。

神子島正樹さん
　ラグビー日本代表から感動と勇気をもらいまし
た。がんばります！！

渡辺良一さん
　三条エコノミークラブのセミナーに参加しました。
柳取さんの息子さんが立派に挨拶していました。

　磯邉校長先生、卓話よろしくお願い致します。
伊藤寛一さん
　即位の礼 歴史の重さを感じ又ロータリーの歴史も
感じました。

　磯邉校長ありがとうございました。
荻根澤隆雄さん
　今日は小春日和です。身も心も踊れると良いので
すが。

　三条商業高等学校 学校長 磯邉様ご苦労様です。
衛藤泰男さん
　本日もよろしくお願いします。
　磯邉先生、卓話ありがとうございます。
高橋　司さん、 関　義実さん、 野水靖之さん、
柳取崇之さん、 石黒良行さん、 小出子恵出さん、
落合孝夫さん、 小林卓哉さん、 木村文夫さん、
歸山　肇さん、 渡辺勝利さん、 斎藤弘文さん、
小越憲泰さん、 西山徳芳さん、 山田富義さん、
米山智哉さん
　三条商業高等学校校長　磯邉一幸様を歓迎申し上
げます。本日は卓話ありがとうございます。お話
楽しみにしております。

　　　　　　　　10月23日分　￥      29,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥   453,100
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【ゲスト】
 ・10/23　新潟県立三条商業高等学校
 　　　　　　　　校長　磯邉 一幸 様
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／大谷光夫

［10.17］三条東RCへ
 ・石橋育於さん、　丸山行彦さん、
 ・加藤紋次郎さん、中林順一さん、
 ・中村和彦さん、　山田富義さん
［10.18～20］ライラ研修（南魚沼）へ
 ・船越良則さん、　落合孝夫さん
［10.19］第1回米山記念奨学
　　　　　　委員長セミナー（新潟）へ
 ・相場弘介さん、　若槻八十彦さん
［10.21］三条南RCへ
 ・五十嵐博宣さん
［10.24］燕RCへ
 ・加藤紋次郎さん、木村文夫さん
［10.24］三条RACへ
 ・船越良則さん、　落合孝夫さん
［10.25］吉田RCへ
 ・加藤紋次郎さん
［10.28］三条南RCへ
 ・中條克俊さん、　中沢真幸さん、
 ・五十嵐晋三さん、中林順一さん、
 ・小越憲泰さん、　小林卓哉さん、
 ・杉山幸英さん、　中村和彦さん、
 ・石橋育於さん、　松永一義さん、
 ・丸山行彦さん
［10.29］三条北RCへ
 ・斎藤弘文さん、　中沢真幸さん、
 ・五十嵐晋三さん、石橋育於さん、
 ・杉山幸英さん、　伊藤寛一さん、
 ・丸山行彦さん、　加藤紋次郎さん、
 ・柳取崇之さん、　五十嵐博宣さん

【先週のメークアップ】

例会日／毎週水曜日１２：３０～
例会場及び事務局／
　三条市旭町２－５－１０　三条信用金庫本店内
例会場／TEL ３４－３３１１
事務局／TEL ３５－３４７７   FAX ３２－７０９５

■本日の出席会員数：58名中39・24名
■先々週出席率：86.21％・74.14％
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のようでした。
　私個人としてひとつだけがっかりしたことは、「万歳」の
仕方も分からない政治家の姿が、全世界に放映された事は、
日本人として恥ずべきことだと思っております。
　さて、ラグビー・ワールドカップはこの週末に準決勝を迎
えますが、夢と希望と勇気を与えてくれた「ラグビー日本代
表」に、心からの敬意と感謝を捧げたいと思います。
　この週末には大谷年度の「地区大会」が行われるため、
「にわかファン」はお休みしますが、決勝戦も含め、テレビ
観戦で応援を続けていきたいと思っています。
　また、今日10月23日は「中越地震」が起こった日でありま

す。あの日から15年が経ちました。振り返ってみま
すと、その後は毎年のように、地震や風水害そして
台風などによる大きな災害が、日本各地で起こり続
けているように思います。
　台風15号の大被害から40日、そして今回はわずか
10日前に、台風19号で被災された地域に、台風20号
から変わった温帯低気圧や前線の影響による昨日の
大雨が襲い、再び土砂くずれ等を引き起こしている
とのことです。
　まるで、これまでずっとインフラ整備を怠ってき
たツケが、このような大被害をもたらしていると
言っても、過言ではない気がいたします。
　政府ならびに財務省には、令和の時代に相応しい
発想と、政策の転換を望むところであります。
　以上で会長あいさつを終わります。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　柳取崇之 幹事
◎地区事務所より
　「米山記念奨学生学友会総会のご案内」
　　　日　時　11月30日（土）15：30～18：30
　　　会　場　ホテルオークラ新潟
◎地区事務所より
　「国際ロータリー第2560地区 財団感謝の集いのご案内」
　　　日　時　12月1日（日）12：00～14：30
　　　会　場　ANAクラウンプラザホテル新潟
◎次週 30日（水）の例会は、27日（日）に開催される
地区大会の振替えとなります。地区大会ご欠席の
方は事務局で記帳または他クラブでメークアップ
をお願い致します。

ニコニコBOX
若槻八十彦会長
　昨日の「即位礼正殿の儀」に感動いたしました。
　三条商業高校校長 磯邉様、卓話よろしくお願い
致します。

関川　博さん
　即位礼正殿の儀。身を引き締め拝観いたしました。
天皇陛下の宣明に心を打たれ、奇しくも本日は中越
地震から15年目。あの日を忘れない決意を新たにこ
の国の弥栄を願います。

樺山　仁さん
　昨日の即位宣言を始め令和の時代に一歩前進させ
ました。
　磯邉校長先生の卓話に期待して。
松永一義さん
　即位の礼、ゆっくりテレビを見ました。
　磯邉校長、卓話楽しみにしております。
船越良則さん
　10月19、20日とライラ研修に行って来ました。
アクトメンバー3人出席して、研修を楽しんでい
ました。アクトメンバー現在6名です。皆さん、
良い若い方がいたら紹介してください。

菊池　渉さん
　報恩講シーズン真最中。「膝」がガタガタです。
そろそろ引退近しの感がしています。

神子島正樹さん
　ラグビー日本代表から感動と勇気をもらいまし
た。がんばります！！

渡辺良一さん
　三条エコノミークラブのセミナーに参加しました。
柳取さんの息子さんが立派に挨拶していました。

　磯邉校長先生、卓話よろしくお願い致します。
伊藤寛一さん
　即位の礼 歴史の重さを感じ又ロータリーの歴史も
感じました。

　磯邉校長ありがとうございました。
荻根澤隆雄さん
　今日は小春日和です。身も心も踊れると良いので
すが。

　三条商業高等学校 学校長 磯邉様ご苦労様です。
衛藤泰男さん
　本日もよろしくお願いします。
　磯邉先生、卓話ありがとうございます。
高橋　司さん、 関　義実さん、 野水靖之さん、
柳取崇之さん、 石黒良行さん、 小出子恵出さん、
落合孝夫さん、 小林卓哉さん、 木村文夫さん、
歸山　肇さん、 渡辺勝利さん、 斎藤弘文さん、
小越憲泰さん、 西山徳芳さん、 山田富義さん、
米山智哉さん
　三条商業高等学校校長　磯邉一幸様を歓迎申し上
げます。本日は卓話ありがとうございます。お話
楽しみにしております。

　　　　　　　　10月23日分　￥      29,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥   453,100
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「卓　話」
「高校生の生徒指導」
  　　　　　　　　 新潟県立三条商業高等学校

　　　　校長　磯邉　一幸 様
　本日、卓話を話させていただ
く、三条商業高等学校長 磯邉一
幸でございます。よろしくお願
いします。
　日頃から、会員の皆様には、
本校生徒の就職や研修機会の提
供など、大変お世話になってお

ります。この場をお借りして、御礼申し上げます。
　また、今週末に、第29回全国産業教育フェア新潟
大会が開催されますが、物心両面から御支援、御協
力いただき、新潟県央工業高校とともに、御礼申し
上げます。
　三条地区をはじめ、県央地区の生徒の成長につな
がるよう、地域と緊密に連携しながら、努めて参り
ますので、今後とも何卒よろしくお願いいたしま
す。
　さて、今日は、お手元の資料のとおり、「高校生
の生徒指導」と題して、少しばかりお話しさせてい
ただきます。
　まず、私のプロフィールでありますが、生まれは
村上であり、これまで30年ほどの教員生活のうち、
下越地域に勤務した経験が長く、この三条地区は初
めての勤務となります。今年3月まで、県教育委員
会でいじめ対策を担当していました。そして、4月
から三条商業高校の校長として勤めております。三
条商業高校は、伝統校であり、穏やかな学校という
印象を持っています。
　私は、これまでの勤務で生徒指導に取り組んでき
た年数が長かったのですが、ここ数年、生徒指導上
の問題や課題として、変化を感じていることがあり
ます。
　かつては、喫煙や万引きに係る問題行動がどの学
校でもありました。しかし、現在、そうした問題行
動があったと聞く機会が少なくなったと感じていま
す。暴走行為なども減少していると思います。
　今、県教育委員会が喫緊の課題として捉えている
のは、いじめの問題であり、自殺予防についてで
す。あわせて、情報化の進展に伴う、ＳNＳの適正
利用等、情報モラル・リテラシーに係る指導の強化
です。
　昨年9月、県立高校生の自殺事案に係る第三者委
員会報告について、マスコミで大きく報道されまし
た。
　県教育委員会では、生徒の命を学校が守れなかっ

たことをお詫びするとともに、その報告を真摯に受
け止め、二度と悲しい事案を起こさないよう、再発
防止に全力で取り組んでいくこととしております。
　本校も、そのことを肝に銘じ、現在、職員一丸と
なって取り組んでいるところでございます。
　それでは、前職での経験や現在の三条商業高校で
の勤務をもとに、県内のいじめなどの状況について
お話しいたします。

１　「いじめ」について
　「いじめ」と言った場合、どのような印象をお持
ちになるでしょうか。集団での殴る蹴るの暴行、金
品を奪うなどの行為が「いじめ」だと思われる方が
多いと思います。単なる生徒間の行き違いやトラブ
ルは「いじめ」ではないと思われる方もいるのでは
ないでしょうか。
　しかし、現在の「いじめ防止対策推進法（H25.9施
行）」では、「いじめ」を次のように定義しています。

この法律において「いじめ」とは、児童等に対
して、当該児童等が在籍する学校に在籍してい
る等当該児童等と一定の人的関係にある他の児
童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行
為（インターネットを通じて行われるものを含
む。）であって、当該行為の対象となった児童等
が心身の苦痛を感じているものをいう。

　法では、「児童等が心身の苦痛を感じているもの」
と広く定義しています。その理由は、生徒間の小さ
なトラブルなどであっても、いじめと認知し、素早
く対応し、自殺などの重大事態を未然に防ぐためで
あります。
　心身の苦痛を訴えてきた生徒の声を、教職員が丁
寧にすくい上げ、学校はいじめと認知するととも
に、保護者などと連携しながら、組織的で、かつ適
切で迅速な事案対処、及び再発防止に努めることが
何より重要だと思います。
　そのため、現在、文部科学省や県教育委員会で
は、学校の積極的ないじめ認知を肯定的に評価して
います。
　過去3カ年の県内のいじめの認知件数は、お手元
の資料のグラフと表のとおりです。

  

　平成28年度に比べ、平成30年度は約2倍になって
います。
　このことは、県内の学校が積極的にいじめの認知
を進めていることの表れであると思います。
　また、全国との比較からすれば、県内の児童生徒
の千人あたりのいじめ認知件数は79.3件と、全国平
均の40.9件を大きく上回り、全国6位となっていま
す。

　本校においても、いじめの積極的な認知を進める
ため、教職員は、保護者と情報共有しながら取り組
んでおりますが、本校だけでは解決できないことも
あり、市町村や県、警察などの関係機関との緊密な
連携が求められている現状があります。あわせて、
地域への情報発信の重要性も感じています。

　学校が組織的にいじめ対策に取り組むとともに、
教職員の感性など、その資質の向上を図り、生徒の
発するサインを見逃すことなく、いじめによる重大
事態の発生を未然に防ぐよう取り組むことが重要だ
と考えています。

２　不登校について
　次に、不登校についてです。資料の表をご覧くだ
さい。

　小中学生の不登校の割合は、全国平均を下回って
いるのに対して、高校生では、全国平均を上回って
いる状況があります。
　このことは、小中学校での不登校対策の取組など
を参考に、高校生の不登校対策に早急に取り組む必
要があることを示すものであると思います。
　私自身、定時制高校での勤務経験がありますが、

小中学校時代に不登校だった生徒が、高校に入り、
皆勤で過ごし、社会人として立派に自立している例
を多く見てます。
　子どもにとって環境が変わることが何かのきっか
けになるのではないかと考えています。定時制高校
の教育相談の取組なども踏まえて、不登校対策を実
施することが必要ではないかと思います。

３　中途退学について
　次に、中途退学についてです。資料の表をご覧く
ださい。

 

　かつては、県内の高校生の中途退学率が全国平均
を上回っている状況があり、大きな問題でしたが、
様々な対策や関係機関との連携などにより、現在
は、減少傾向にあります。
　しかしながら、この数値には転学した生徒の数は
含まれておらず、いったん入学した学校から進路変
更している生徒が多いことも事実であります。特
に、一年生への指導に課題があると感じています。
進路決定に係る、生徒や保護者へのより丁寧な情報
提供などとともに、入学後の出身中学校と高校との
連携の強化が求められているのではないかと考えて
います。

４　おわりに
　残念ながら、これまで10年以上、県内の児童生徒
の自殺者がゼロだった年度はありません。特に、平
成29年度は10人の自殺者がありました。緊急事態で
あると思います。
　学校が児童生徒の発するサインを見逃すことな
く、保護者などと連携しながら、自殺を未然に防ぐ
取組を強力に進めていく必要があります。
　これまで、学校は命の大切さを生徒に指導してき
ました。これからは、その指導に加えて、生徒が悩
んでいるときや苦しいときに、信頼できる大人に適
切に「ＳＯＳ」を発信できるよう、生徒を指導する
必要があると考えます。あわせて、その「ＳＯＳ」
を、教職員が適切に受け止め、生徒の立場に立ち、
より良い支援・指導を行うことができるよう、教職
員の資質の向上や環境の整備に努めることも重要だ
と考えます。

　また、情報化の進展について、総務省に調査によ
れば、

　「世帯におけるスマートフォンの保有割合が約
8割になった。一方、固定電話の保有割合は約6割
になっている。」
　「個人・企業においてソーシャルネットワーキン
グサービス等を活用している割合が上昇した。（個
人：60.0％、5.3ポイント上昇／企業：36.7％、7.8ポ
イント上昇）」
　「デジタルデータ収集のため、IoT（Internet of 
Things）やAI等のシステムやサービスを「導入して
いる」または「導入する予定がある」と回答した企
業の割合は約2割となっている。」

　との現状があります。

　これは、生徒が情報化社会に適切に対応できるよ
う指導することが現在の学校に求められる喫緊の課
題であることを示すものだと思います。
　犯罪などの被害に遭わないためだけでなく、生徒
自らが、図らずも他者に迷惑を与え、あるいは被害
を与えることがあってはならないと考えています。
そのための教育が重要だと思います。

　以上、簡単ではありますが、「高校生の生徒指導」
について、お話をさせていただきました。
　本校としましては、地域と密に連携しながら、生
徒の成長を図ってきたいと考えておりますので、今
後とも何卒よろしくお願いします。
　本日は、ありがとうございました。

H28 H29 H30

小学校 7,921 14,882 15,399

中学校 1,785 2,339 2,343

高等学校 221 253 480

特別支援学校 8 39 62

合計 9,935 17,513 18,284

新潟県
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を進めていることの表れであると思います。
　また、全国との比較からすれば、県内の児童生徒
の千人あたりのいじめ認知件数は79.3件と、全国平
均の40.9件を大きく上回り、全国6位となっていま
す。

　本校においても、いじめの積極的な認知を進める
ため、教職員は、保護者と情報共有しながら取り組
んでおりますが、本校だけでは解決できないことも
あり、市町村や県、警察などの関係機関との緊密な
連携が求められている現状があります。あわせて、
地域への情報発信の重要性も感じています。

　学校が組織的にいじめ対策に取り組むとともに、
教職員の感性など、その資質の向上を図り、生徒の
発するサインを見逃すことなく、いじめによる重大
事態の発生を未然に防ぐよう取り組むことが重要だ
と考えています。

２　不登校について
　次に、不登校についてです。資料の表をご覧くだ
さい。

　小中学生の不登校の割合は、全国平均を下回って
いるのに対して、高校生では、全国平均を上回って
いる状況があります。
　このことは、小中学校での不登校対策の取組など
を参考に、高校生の不登校対策に早急に取り組む必
要があることを示すものであると思います。
　私自身、定時制高校での勤務経験がありますが、

小中学校時代に不登校だった生徒が、高校に入り、
皆勤で過ごし、社会人として立派に自立している例
を多く見てます。
　子どもにとって環境が変わることが何かのきっか
けになるのではないかと考えています。定時制高校
の教育相談の取組なども踏まえて、不登校対策を実
施することが必要ではないかと思います。

３　中途退学について
　次に、中途退学についてです。資料の表をご覧く
ださい。

 

　かつては、県内の高校生の中途退学率が全国平均
を上回っている状況があり、大きな問題でしたが、
様々な対策や関係機関との連携などにより、現在
は、減少傾向にあります。
　しかしながら、この数値には転学した生徒の数は
含まれておらず、いったん入学した学校から進路変
更している生徒が多いことも事実であります。特
に、一年生への指導に課題があると感じています。
進路決定に係る、生徒や保護者へのより丁寧な情報
提供などとともに、入学後の出身中学校と高校との
連携の強化が求められているのではないかと考えて
います。

４　おわりに
　残念ながら、これまで10年以上、県内の児童生徒
の自殺者がゼロだった年度はありません。特に、平
成29年度は10人の自殺者がありました。緊急事態で
あると思います。
　学校が児童生徒の発するサインを見逃すことな
く、保護者などと連携しながら、自殺を未然に防ぐ
取組を強力に進めていく必要があります。
　これまで、学校は命の大切さを生徒に指導してき
ました。これからは、その指導に加えて、生徒が悩
んでいるときや苦しいときに、信頼できる大人に適
切に「ＳＯＳ」を発信できるよう、生徒を指導する
必要があると考えます。あわせて、その「ＳＯＳ」
を、教職員が適切に受け止め、生徒の立場に立ち、
より良い支援・指導を行うことができるよう、教職
員の資質の向上や環境の整備に努めることも重要だ
と考えます。

　また、情報化の進展について、総務省に調査によ
れば、

　「世帯におけるスマートフォンの保有割合が約
8割になった。一方、固定電話の保有割合は約6割
になっている。」
　「個人・企業においてソーシャルネットワーキン
グサービス等を活用している割合が上昇した。（個
人：60.0％、5.3ポイント上昇／企業：36.7％、7.8ポ
イント上昇）」
　「デジタルデータ収集のため、IoT（Internet of 
Things）やAI等のシステムやサービスを「導入して
いる」または「導入する予定がある」と回答した企
業の割合は約2割となっている。」

　との現状があります。

　これは、生徒が情報化社会に適切に対応できるよ
う指導することが現在の学校に求められる喫緊の課
題であることを示すものだと思います。
　犯罪などの被害に遭わないためだけでなく、生徒
自らが、図らずも他者に迷惑を与え、あるいは被害
を与えることがあってはならないと考えています。
そのための教育が重要だと思います。

　以上、簡単ではありますが、「高校生の生徒指導」
について、お話をさせていただきました。
　本校としましては、地域と密に連携しながら、生
徒の成長を図ってきたいと考えておりますので、今
後とも何卒よろしくお願いします。
　本日は、ありがとうございました。

（カッコ内は、平成29年度実績）
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「高校生の生徒指導」
  　　　　　　　　 新潟県立三条商業高等学校

　　　　校長　磯邉　一幸 様
　本日、卓話を話させていただ
く、三条商業高等学校長 磯邉一
幸でございます。よろしくお願
いします。
　日頃から、会員の皆様には、
本校生徒の就職や研修機会の提
供など、大変お世話になってお

ります。この場をお借りして、御礼申し上げます。
　また、今週末に、第29回全国産業教育フェア新潟
大会が開催されますが、物心両面から御支援、御協
力いただき、新潟県央工業高校とともに、御礼申し
上げます。
　三条地区をはじめ、県央地区の生徒の成長につな
がるよう、地域と緊密に連携しながら、努めて参り
ますので、今後とも何卒よろしくお願いいたしま
す。
　さて、今日は、お手元の資料のとおり、「高校生
の生徒指導」と題して、少しばかりお話しさせてい
ただきます。
　まず、私のプロフィールでありますが、生まれは
村上であり、これまで30年ほどの教員生活のうち、
下越地域に勤務した経験が長く、この三条地区は初
めての勤務となります。今年3月まで、県教育委員
会でいじめ対策を担当していました。そして、4月
から三条商業高校の校長として勤めております。三
条商業高校は、伝統校であり、穏やかな学校という
印象を持っています。
　私は、これまでの勤務で生徒指導に取り組んでき
た年数が長かったのですが、ここ数年、生徒指導上
の問題や課題として、変化を感じていることがあり
ます。
　かつては、喫煙や万引きに係る問題行動がどの学
校でもありました。しかし、現在、そうした問題行
動があったと聞く機会が少なくなったと感じていま
す。暴走行為なども減少していると思います。
　今、県教育委員会が喫緊の課題として捉えている
のは、いじめの問題であり、自殺予防についてで
す。あわせて、情報化の進展に伴う、ＳNＳの適正
利用等、情報モラル・リテラシーに係る指導の強化
です。
　昨年9月、県立高校生の自殺事案に係る第三者委
員会報告について、マスコミで大きく報道されまし
た。
　県教育委員会では、生徒の命を学校が守れなかっ

たことをお詫びするとともに、その報告を真摯に受
け止め、二度と悲しい事案を起こさないよう、再発
防止に全力で取り組んでいくこととしております。
　本校も、そのことを肝に銘じ、現在、職員一丸と
なって取り組んでいるところでございます。
　それでは、前職での経験や現在の三条商業高校で
の勤務をもとに、県内のいじめなどの状況について
お話しいたします。

１　「いじめ」について
　「いじめ」と言った場合、どのような印象をお持
ちになるでしょうか。集団での殴る蹴るの暴行、金
品を奪うなどの行為が「いじめ」だと思われる方が
多いと思います。単なる生徒間の行き違いやトラブ
ルは「いじめ」ではないと思われる方もいるのでは
ないでしょうか。
　しかし、現在の「いじめ防止対策推進法（H25.9施
行）」では、「いじめ」を次のように定義しています。

この法律において「いじめ」とは、児童等に対
して、当該児童等が在籍する学校に在籍してい
る等当該児童等と一定の人的関係にある他の児
童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行
為（インターネットを通じて行われるものを含
む。）であって、当該行為の対象となった児童等
が心身の苦痛を感じているものをいう。

　法では、「児童等が心身の苦痛を感じているもの」
と広く定義しています。その理由は、生徒間の小さ
なトラブルなどであっても、いじめと認知し、素早
く対応し、自殺などの重大事態を未然に防ぐためで
あります。
　心身の苦痛を訴えてきた生徒の声を、教職員が丁
寧にすくい上げ、学校はいじめと認知するととも
に、保護者などと連携しながら、組織的で、かつ適
切で迅速な事案対処、及び再発防止に努めることが
何より重要だと思います。
　そのため、現在、文部科学省や県教育委員会で
は、学校の積極的ないじめ認知を肯定的に評価して
います。
　過去3カ年の県内のいじめの認知件数は、お手元
の資料のグラフと表のとおりです。
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11月のお祝い
◎会員誕生祝
　12日　柳取崇之さん
　21日　西山徳芳さん
　29日　渋谷健一さん

◎夫人誕生祝
　14日　野崎ミチコさん（喜一郎さん）
　17日　中村範子さん （和彦さん）

◎結婚記念祝
　 3日　吉井直樹さん（道代さん）
　 3日　鈴木久幸さん（真由美さん）
　 3日　滝沢　亮さん（佳代さん）
　 6日　衛藤泰男さん（蓉子さん）
　11日　金子俊郎さん（裕子さん）
　17日　矢吹信太郎さん（英子さん）
　22日　柳取崇之さん（恵さん）

◎100％出席賞
　22年　佐野勝榮さん
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切で迅速な事案対処、及び再発防止に努めることが
何より重要だと思います。
　そのため、現在、文部科学省や県教育委員会で
は、学校の積極的ないじめ認知を肯定的に評価して
います。
　過去3カ年の県内のいじめの認知件数は、お手元
の資料のグラフと表のとおりです。

  

　平成28年度に比べ、平成30年度は約2倍になって
います。
　このことは、県内の学校が積極的にいじめの認知
を進めていることの表れであると思います。
　また、全国との比較からすれば、県内の児童生徒
の千人あたりのいじめ認知件数は79.3件と、全国平
均の40.9件を大きく上回り、全国6位となっていま
す。

　本校においても、いじめの積極的な認知を進める
ため、教職員は、保護者と情報共有しながら取り組
んでおりますが、本校だけでは解決できないことも
あり、市町村や県、警察などの関係機関との緊密な
連携が求められている現状があります。あわせて、
地域への情報発信の重要性も感じています。

　学校が組織的にいじめ対策に取り組むとともに、
教職員の感性など、その資質の向上を図り、生徒の
発するサインを見逃すことなく、いじめによる重大
事態の発生を未然に防ぐよう取り組むことが重要だ
と考えています。

２　不登校について
　次に、不登校についてです。資料の表をご覧くだ
さい。

　小中学生の不登校の割合は、全国平均を下回って
いるのに対して、高校生では、全国平均を上回って
いる状況があります。
　このことは、小中学校での不登校対策の取組など
を参考に、高校生の不登校対策に早急に取り組む必
要があることを示すものであると思います。
　私自身、定時制高校での勤務経験がありますが、

小中学校時代に不登校だった生徒が、高校に入り、
皆勤で過ごし、社会人として立派に自立している例
を多く見てます。
　子どもにとって環境が変わることが何かのきっか
けになるのではないかと考えています。定時制高校
の教育相談の取組なども踏まえて、不登校対策を実
施することが必要ではないかと思います。

３　中途退学について
　次に、中途退学についてです。資料の表をご覧く
ださい。

 

　かつては、県内の高校生の中途退学率が全国平均
を上回っている状況があり、大きな問題でしたが、
様々な対策や関係機関との連携などにより、現在
は、減少傾向にあります。
　しかしながら、この数値には転学した生徒の数は
含まれておらず、いったん入学した学校から進路変
更している生徒が多いことも事実であります。特
に、一年生への指導に課題があると感じています。
進路決定に係る、生徒や保護者へのより丁寧な情報
提供などとともに、入学後の出身中学校と高校との
連携の強化が求められているのではないかと考えて
います。

４　おわりに
　残念ながら、これまで10年以上、県内の児童生徒
の自殺者がゼロだった年度はありません。特に、平
成29年度は10人の自殺者がありました。緊急事態で
あると思います。
　学校が児童生徒の発するサインを見逃すことな
く、保護者などと連携しながら、自殺を未然に防ぐ
取組を強力に進めていく必要があります。
　これまで、学校は命の大切さを生徒に指導してき
ました。これからは、その指導に加えて、生徒が悩
んでいるときや苦しいときに、信頼できる大人に適
切に「ＳＯＳ」を発信できるよう、生徒を指導する
必要があると考えます。あわせて、その「ＳＯＳ」
を、教職員が適切に受け止め、生徒の立場に立ち、
より良い支援・指導を行うことができるよう、教職
員の資質の向上や環境の整備に努めることも重要だ
と考えます。

　また、情報化の進展について、総務省に調査によ
れば、

　「世帯におけるスマートフォンの保有割合が約
8割になった。一方、固定電話の保有割合は約6割
になっている。」
　「個人・企業においてソーシャルネットワーキン
グサービス等を活用している割合が上昇した。（個
人：60.0％、5.3ポイント上昇／企業：36.7％、7.8ポ
イント上昇）」
　「デジタルデータ収集のため、IoT（Internet of 
Things）やAI等のシステムやサービスを「導入して
いる」または「導入する予定がある」と回答した企
業の割合は約2割となっている。」

　との現状があります。

　これは、生徒が情報化社会に適切に対応できるよ
う指導することが現在の学校に求められる喫緊の課
題であることを示すものだと思います。
　犯罪などの被害に遭わないためだけでなく、生徒
自らが、図らずも他者に迷惑を与え、あるいは被害
を与えることがあってはならないと考えています。
そのための教育が重要だと思います。

　以上、簡単ではありますが、「高校生の生徒指導」
について、お話をさせていただきました。
　本校としましては、地域と密に連携しながら、生
徒の成長を図ってきたいと考えておりますので、今
後とも何卒よろしくお願いします。
　本日は、ありがとうございました。
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ていたのは、これまできちんと精神的に成長してき
ているかということでした。面接では例えば「反抗
期はあったか」というようなことを聞きます。人の
成長には各年代ごとに通過しなければならない状態
があり、例えば思春期にしっかり反抗期があったほ
うが、大人になってから精神的に自立するそうで
す。これは発達心理学という学問の知見のようで
す。他には友人と深い関係を築いているかどうかを
聞いていました。これも大人になってから、精神的
な自立に関わってくるようです。
　最後に、学生時代にリーダーシップをとった経験
があるかどうかも確認していました。一人で努力で
きることよりも、周りにどれだけ影響を与えること
ができるかも特にサラリーマンだからかもしれませ
んが、重視していたポイントの一つです。

【人事部での経験（人材育成）】
　次に、若手社員の人材育成を担当しました。当
時、現場からは「最近の若手社員は世の中を知らな
すぎる」「コミュニケーションが取れない」などの
苦情が人事部に寄せられていました。
　一般的にも、日本社会では少子高齢化が進み、親
に大事に育てられたこと、兄弟が少なく人に揉まれ
ていないこと、ネット社会で対面で人とのコミュニ
ケーションの経験を積んでいないことで、学生が社
会に出て苦労することが増えてきているようです。
そういったこともあり、当社では新卒で採用してす
ぐに現場に配属していたものを、半年間人事部で預
かり、社会人として基本的なことを教えることにな
りました。私自身はその研修の企画を担当すること
になりました。とはいうものの、私自身も社会人の
イロハを200名の新入社員に指導できるほどの実力
もなく、考えた末、入社後の最初の数か月間を日本
全国の代理店さんで武者修行させてもらうことにし
ました。メーカーが販売店さんで修行することは珍
しくないかもしれませんが、人生経験豊富でお客様
と最前線で関わっている代理店さんのもとでほぼ寝
食をともにすることは大変な効果がありました。
　他には、時代の流れとは逆行するかもしれません
が、入社から3年間は全員親元から離し、独身寮に
住むことを強制しました。これも人に揉まれるとい
う意味では大きな効果があったものと思います。
　また、若手社員がまず身に着けるべき基本的な項
目を「新人八訓」とい名前で纏めました。商売の基
礎であり、皆様からすれば当たり前のことかと思い
ますが、知識やスキルを身に着ける前に、まずは人
として当たり前のこういう行動をとれるように、一
人の大人として育てていくということを、会社とし
て考えておりました。

【東京海上日動の紹介（超保険）】
　ここで、少しだけ弊社の紹介をさせてください。
　当社の一番の特徴として、この「超保険」という
商品が挙げられます。従来、保険といえば「自動車
保険」「火災保険」「医療保険」といった商品があ
り、それぞれ別々に加入していたかと思います。
「超保険」では、それらのバラバラの保険を一つの
契約にまとめることができます。それにより、手続
きや管理の手間が省けるだけでなく、必要な補償を
ピックアップして選ぶことができるため、無駄な補
償を無くしたり、必要な補償が漏れることがなくな
るというメリットがあります。
　今日は保険の宣伝をするつもりではありません
が、どうしても皆さんにお伝えしておきたいところ
だけお伝えします。
　この商品には、がんと診断された瞬間に、数百万
の一時金をお支払いする補償をつけることができま
す。世の中に出回っている「がん保険」はパッケー
ジ商品であり、それなりの値段をしますが、超保険
では自動車保険や火災保険に、オプションとして、
この「がんと診断された際に一時金をお支払いする」
補償を安くつけることができます。
　なぜこの話をしたかというと、私が最近あるがん
治療に関する講演をきいて感銘を受けたからです。
皆さんの方が知識が豊富だと思いますので、浅い知
識で恐縮ですが少しだけお話しさせて頂きます。
　がんの３つの標準治療はご存知でしょうか。「手
術」「抗がん剤」「放射線治療」です。これは日本癌
治療学会が作成した「診療ガイドライン」によって
決められているもので、基本的にお医者さんはまず
この３つをお勧めすることになっているそうです。
通常、患者の方は主治医の方を信じますから、もし
そのお医者さんが「手術しましょう」と言ってそれ
以外の選択肢を示さなかった場合、手術以外の選択
肢が無いということになります。
　講演をしていた方は患者の方について告知の場な
どに同席し、セカンドオピニオンをとるといった珍
しい仕事をしている方ですが、ある舌癌の患者さん
で、お医者さんから「切るしかない」と言われて口
や鼻を取る手術を宣告されましたが、いったん持ち
帰り、セカンドオピニオンをとった結果、ある病院
で重粒子線治療を受けることができるようになり、
ものの数分で癌を消すことができたそうです。
　そういう意味でも癌治療には情報が大事であり、
また標準医療以外を受けるには纏まったお金が必要
であり、先ほどの「がんと診断された時に一時金を
お支払いする補償」は大変役に立つのではないかと
思います。

会長挨拶
　　　　　　　　　若槻八十彦 会長
　皆さん、こんにちは。
　昨日は一日中「即位礼正殿の儀」の
ニュースで持ちきりでしたが、本当に厳
かな中にも、優雅で気品に満ち溢れた素
晴らしい儀式であったと思います。
　祝賀パレードは、台風被害などの被災
者の皆さんに配慮されて延期とされまし

たが、朝から雨の降る中、両陛下が赤坂御所から皇居に向か
われ、いよいよ「即位礼正殿の儀」が始まろうかという直前
に、雨が上がり、虹が懸かるというドラマティックな天候
に、「天の岩戸が開かれた」と、喜んだ人びとがどれだけ沢
山いたことでしょうか。まるで神話の世界を今に見ているか
のようでした。
　私個人としてひとつだけがっかりしたことは、「万歳」の
仕方も分からない政治家の姿が、全世界に放映された事は、
日本人として恥ずべきことだと思っております。
　さて、ラグビー・ワールドカップはこの週末に準決勝を迎
えますが、夢と希望と勇気を与えてくれた「ラグビー日本代
表」に、心からの敬意と感謝を捧げたいと思います。
　この週末には大谷年度の「地区大会」が行われるため、
「にわかファン」はお休みしますが、決勝戦も含め、テレビ
観戦で応援を続けていきたいと思っています。
　また、今日10月23日は「中越地震」が起こった日でありま

す。あの日から15年が経ちました。振り返ってみま
すと、その後は毎年のように、地震や風水害そして
台風などによる大きな災害が、日本各地で起こり続
けているように思います。
　台風15号の大被害から40日、そして今回はわずか
10日前に、台風19号で被災された地域に、台風20号
から変わった温帯低気圧や前線の影響による昨日の
大雨が襲い、再び土砂くずれ等を引き起こしている
とのことです。
　まるで、これまでずっとインフラ整備を怠ってき
たツケが、このような大被害をもたらしていると
言っても、過言ではない気がいたします。
　政府ならびに財務省には、令和の時代に相応しい
発想と、政策の転換を望むところであります。
　以上で会長あいさつを終わります。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　柳取崇之 幹事
◎地区事務所より
　「米山記念奨学生学友会総会のご案内」
　　　日　時　11月30日（土）15：30～18：30
　　　会　場　ホテルオークラ新潟
◎地区事務所より
　「国際ロータリー第2560地区 財団感謝の集いのご案内」
　　　日　時　12月1日（日）12：00～14：30
　　　会　場　ANAクラウンプラザホテル新潟
◎次週 30日（水）の例会は、27日（日）に開催される
地区大会の振替えとなります。地区大会ご欠席の
方は事務局で記帳または他クラブでメークアップ
をお願い致します。

ニコニコBOX
若槻八十彦会長
　昨日の「即位礼正殿の儀」に感動いたしました。
　三条商業高校校長 磯邉様、卓話よろしくお願い
致します。

関川　博さん
　即位礼正殿の儀。身を引き締め拝観いたしました。
天皇陛下の宣明に心を打たれ、奇しくも本日は中越
地震から15年目。あの日を忘れない決意を新たにこ
の国の弥栄を願います。

樺山　仁さん
　昨日の即位宣言を始め令和の時代に一歩前進させ
ました。
　磯邉校長先生の卓話に期待して。
松永一義さん
　即位の礼、ゆっくりテレビを見ました。
　磯邉校長、卓話楽しみにしております。
船越良則さん
　10月19、20日とライラ研修に行って来ました。
アクトメンバー3人出席して、研修を楽しんでい
ました。アクトメンバー現在6名です。皆さん、
良い若い方がいたら紹介してください。

菊池　渉さん
　報恩講シーズン真最中。「膝」がガタガタです。
そろそろ引退近しの感がしています。

神子島正樹さん
　ラグビー日本代表から感動と勇気をもらいまし
た。がんばります！！

渡辺良一さん
　三条エコノミークラブのセミナーに参加しました。
柳取さんの息子さんが立派に挨拶していました。

　磯邉校長先生、卓話よろしくお願い致します。
伊藤寛一さん
　即位の礼 歴史の重さを感じ又ロータリーの歴史も
感じました。

　磯邉校長ありがとうございました。
荻根澤隆雄さん
　今日は小春日和です。身も心も踊れると良いので
すが。

　三条商業高等学校 学校長 磯邉様ご苦労様です。
衛藤泰男さん
　本日もよろしくお願いします。
　磯邉先生、卓話ありがとうございます。
高橋　司さん、 関　義実さん、 野水靖之さん、
柳取崇之さん、 石黒良行さん、 小出子恵出さん、
落合孝夫さん、 小林卓哉さん、 木村文夫さん、
歸山　肇さん、 渡辺勝利さん、 斎藤弘文さん、
小越憲泰さん、 西山徳芳さん、 山田富義さん、
米山智哉さん
　三条商業高等学校校長　磯邉一幸様を歓迎申し上
げます。本日は卓話ありがとうございます。お話
楽しみにしております。

　　　　　　　　10月23日分　￥      29,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥   453,100
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　　次々週例会　 11月20日　　　「ロータリー財団月間」
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロータリー財団委員長　小林吾郎 会員

　　次 週 例 会　 11月13日　　　12日（火）～13日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　親睦旅行「伊勢神宮参拝ツアー」

元日

ていたのは、これまできちんと精神的に成長してき
ているかということでした。面接では例えば「反抗
期はあったか」というようなことを聞きます。人の
成長には各年代ごとに通過しなければならない状態
があり、例えば思春期にしっかり反抗期があったほ
うが、大人になってから精神的に自立するそうで
す。これは発達心理学という学問の知見のようで
す。他には友人と深い関係を築いているかどうかを
聞いていました。これも大人になってから、精神的
な自立に関わってくるようです。
　最後に、学生時代にリーダーシップをとった経験
があるかどうかも確認していました。一人で努力で
きることよりも、周りにどれだけ影響を与えること
ができるかも特にサラリーマンだからかもしれませ
んが、重視していたポイントの一つです。

【人事部での経験（人材育成）】
　次に、若手社員の人材育成を担当しました。当
時、現場からは「最近の若手社員は世の中を知らな
すぎる」「コミュニケーションが取れない」などの
苦情が人事部に寄せられていました。
　一般的にも、日本社会では少子高齢化が進み、親
に大事に育てられたこと、兄弟が少なく人に揉まれ
ていないこと、ネット社会で対面で人とのコミュニ
ケーションの経験を積んでいないことで、学生が社
会に出て苦労することが増えてきているようです。
そういったこともあり、当社では新卒で採用してす
ぐに現場に配属していたものを、半年間人事部で預
かり、社会人として基本的なことを教えることにな
りました。私自身はその研修の企画を担当すること
になりました。とはいうものの、私自身も社会人の
イロハを200名の新入社員に指導できるほどの実力
もなく、考えた末、入社後の最初の数か月間を日本
全国の代理店さんで武者修行させてもらうことにし
ました。メーカーが販売店さんで修行することは珍
しくないかもしれませんが、人生経験豊富でお客様
と最前線で関わっている代理店さんのもとでほぼ寝
食をともにすることは大変な効果がありました。
　他には、時代の流れとは逆行するかもしれません
が、入社から3年間は全員親元から離し、独身寮に
住むことを強制しました。これも人に揉まれるとい
う意味では大きな効果があったものと思います。
　また、若手社員がまず身に着けるべき基本的な項
目を「新人八訓」とい名前で纏めました。商売の基
礎であり、皆様からすれば当たり前のことかと思い
ますが、知識やスキルを身に着ける前に、まずは人
として当たり前のこういう行動をとれるように、一
人の大人として育てていくということを、会社とし
て考えておりました。

【東京海上日動の紹介（超保険）】
　ここで、少しだけ弊社の紹介をさせてください。
　当社の一番の特徴として、この「超保険」という
商品が挙げられます。従来、保険といえば「自動車
保険」「火災保険」「医療保険」といった商品があ
り、それぞれ別々に加入していたかと思います。
「超保険」では、それらのバラバラの保険を一つの
契約にまとめることができます。それにより、手続
きや管理の手間が省けるだけでなく、必要な補償を
ピックアップして選ぶことができるため、無駄な補
償を無くしたり、必要な補償が漏れることがなくな
るというメリットがあります。
　今日は保険の宣伝をするつもりではありません
が、どうしても皆さんにお伝えしておきたいところ
だけお伝えします。
　この商品には、がんと診断された瞬間に、数百万
の一時金をお支払いする補償をつけることができま
す。世の中に出回っている「がん保険」はパッケー
ジ商品であり、それなりの値段をしますが、超保険
では自動車保険や火災保険に、オプションとして、
この「がんと診断された際に一時金をお支払いする」
補償を安くつけることができます。
　なぜこの話をしたかというと、私が最近あるがん
治療に関する講演をきいて感銘を受けたからです。
皆さんの方が知識が豊富だと思いますので、浅い知
識で恐縮ですが少しだけお話しさせて頂きます。
　がんの３つの標準治療はご存知でしょうか。「手
術」「抗がん剤」「放射線治療」です。これは日本癌
治療学会が作成した「診療ガイドライン」によって
決められているもので、基本的にお医者さんはまず
この３つをお勧めすることになっているそうです。
通常、患者の方は主治医の方を信じますから、もし
そのお医者さんが「手術しましょう」と言ってそれ
以外の選択肢を示さなかった場合、手術以外の選択
肢が無いということになります。
　講演をしていた方は患者の方について告知の場な
どに同席し、セカンドオピニオンをとるといった珍
しい仕事をしている方ですが、ある舌癌の患者さん
で、お医者さんから「切るしかない」と言われて口
や鼻を取る手術を宣告されましたが、いったん持ち
帰り、セカンドオピニオンをとった結果、ある病院
で重粒子線治療を受けることができるようになり、
ものの数分で癌を消すことができたそうです。
　そういう意味でも癌治療には情報が大事であり、
また標準医療以外を受けるには纏まったお金が必要
であり、先ほどの「がんと診断された時に一時金を
お支払いする補償」は大変役に立つのではないかと
思います。

休日 会長挨拶
　　　　　　　　　若槻八十彦 会長
　皆さん、こんにちは。
　昨日は一日中「即位礼正殿の儀」の
ニュースで持ちきりでしたが、本当に厳
かな中にも、優雅で気品に満ち溢れた素
晴らしい儀式であったと思います。
　祝賀パレードは、台風被害などの被災
者の皆さんに配慮されて延期とされまし

たが、朝から雨の降る中、両陛下が赤坂御所から皇居に向か
われ、いよいよ「即位礼正殿の儀」が始まろうかという直前
に、雨が上がり、虹が懸かるというドラマティックな天候
に、「天の岩戸が開かれた」と、喜んだ人びとがどれだけ沢
山いたことでしょうか。まるで神話の世界を今に見ているか
のようでした。
　私個人としてひとつだけがっかりしたことは、「万歳」の
仕方も分からない政治家の姿が、全世界に放映された事は、
日本人として恥ずべきことだと思っております。
　さて、ラグビー・ワールドカップはこの週末に準決勝を迎
えますが、夢と希望と勇気を与えてくれた「ラグビー日本代
表」に、心からの敬意と感謝を捧げたいと思います。
　この週末には大谷年度の「地区大会」が行われるため、
「にわかファン」はお休みしますが、決勝戦も含め、テレビ
観戦で応援を続けていきたいと思っています。
　また、今日10月23日は「中越地震」が起こった日でありま

す。あの日から15年が経ちました。振り返ってみま
すと、その後は毎年のように、地震や風水害そして
台風などによる大きな災害が、日本各地で起こり続
けているように思います。
　台風15号の大被害から40日、そして今回はわずか
10日前に、台風19号で被災された地域に、台風20号
から変わった温帯低気圧や前線の影響による昨日の
大雨が襲い、再び土砂くずれ等を引き起こしている
とのことです。
　まるで、これまでずっとインフラ整備を怠ってき
たツケが、このような大被害をもたらしていると
言っても、過言ではない気がいたします。
　政府ならびに財務省には、令和の時代に相応しい
発想と、政策の転換を望むところであります。
　以上で会長あいさつを終わります。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　柳取崇之 幹事
◎地区事務所より
　「米山記念奨学生学友会総会のご案内」
　　　日　時　11月30日（土）15：30～18：30
　　　会　場　ホテルオークラ新潟
◎地区事務所より
　「国際ロータリー第2560地区 財団感謝の集いのご案内」
　　　日　時　12月1日（日）12：00～14：30
　　　会　場　ANAクラウンプラザホテル新潟
◎次週 30日（水）の例会は、27日（日）に開催される
地区大会の振替えとなります。地区大会ご欠席の
方は事務局で記帳または他クラブでメークアップ
をお願い致します。

ニコニコBOX
若槻八十彦会長
　昨日の「即位礼正殿の儀」に感動いたしました。
　三条商業高校校長 磯邉様、卓話よろしくお願い
致します。

関川　博さん
　即位礼正殿の儀。身を引き締め拝観いたしました。
天皇陛下の宣明に心を打たれ、奇しくも本日は中越
地震から15年目。あの日を忘れない決意を新たにこ
の国の弥栄を願います。

樺山　仁さん
　昨日の即位宣言を始め令和の時代に一歩前進させ
ました。
　磯邉校長先生の卓話に期待して。
松永一義さん
　即位の礼、ゆっくりテレビを見ました。
　磯邉校長、卓話楽しみにしております。
船越良則さん
　10月19、20日とライラ研修に行って来ました。
アクトメンバー3人出席して、研修を楽しんでい
ました。アクトメンバー現在6名です。皆さん、
良い若い方がいたら紹介してください。

菊池　渉さん
　報恩講シーズン真最中。「膝」がガタガタです。
そろそろ引退近しの感がしています。

神子島正樹さん
　ラグビー日本代表から感動と勇気をもらいまし
た。がんばります！！

渡辺良一さん
　三条エコノミークラブのセミナーに参加しました。
柳取さんの息子さんが立派に挨拶していました。

　磯邉校長先生、卓話よろしくお願い致します。
伊藤寛一さん
　即位の礼 歴史の重さを感じ又ロータリーの歴史も
感じました。

　磯邉校長ありがとうございました。
荻根澤隆雄さん
　今日は小春日和です。身も心も踊れると良いので
すが。

　三条商業高等学校 学校長 磯邉様ご苦労様です。
衛藤泰男さん
　本日もよろしくお願いします。
　磯邉先生、卓話ありがとうございます。
高橋　司さん、 関　義実さん、 野水靖之さん、
柳取崇之さん、 石黒良行さん、 小出子恵出さん、
落合孝夫さん、 小林卓哉さん、 木村文夫さん、
歸山　肇さん、 渡辺勝利さん、 斎藤弘文さん、
小越憲泰さん、 西山徳芳さん、 山田富義さん、
米山智哉さん
　三条商業高等学校校長　磯邉一幸様を歓迎申し上
げます。本日は卓話ありがとうございます。お話
楽しみにしております。

　　　　　　　　10月23日分　￥      29,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥   453,100


